
　
 INCLUDEPICTURE "http://kusuri-jouhou.com/sozai/image/capsule/capsule2/capsule4-aa.gif" \* MERGEFORMATINET 


くすりのなまえ　
第１６回　 アスピリン
　ヒポクラテスの時代にはヤナギの木は鎮痛・解熱作用があることが知られていました。1897年にヤナギの木から得られた物質を使って、アスピリンが作られました。アスピリンは世界で初めて人工的に作られたくすりです。現在では、解熱・鎮痛作用だけでなく、抗血小板作用を持っていることがわかり、抗血小板剤としても使用されています。アスピリンが誕生してから、100年以上たった今でも、世界で広く使われています。
　アスピリンはプロスタグランジンと呼ばれる物質の生成を抑えます。プロスタグランジンを抑えることにより、解熱・鎮痛・消炎作用、抗血小板作用が発揮されます。しかし、プロスタグランジンは胃の粘膜を保護する作用も持ち合わせているため、アスピリンによって胃への障害がおこります。（他の非ステロイド性鎮痛薬も同じ様に胃障害が起こる可能性があります）
　アスピリンは抗血小板の作用も持ち合わせているのですが、鎮痛などで使う量よりも少量で効果が表れます。鎮痛などでは、1回500mg～1500mgを使用しますが、抗血小板剤として用いる場合には1回81mg～100mgで使用します。アスピリンは、少量を飲んだ時は血小板の中に存在している物質に働きかけて、血小板凝集を抑えますが、高用量では逆に、血小板凝集を促してしまう物質を作ってしまうために抗血小板効果が薄れてしまいます。投与量を多くしたところで血小板凝集を抑制する効果は強くなるどころか、逆に弱くなってしまうので、このような現象は“アスピリンジレンマ”と呼ばれています。
　血小板に作用したアスピリンは、血小板の機能を抑制してしまい、回復することはありません。そのため、血小板が新しく生まれ変わらない限り抗血小板作用が持続します。抗血小板剤は、手術や出血が予期されるような検査・処置などのときは、休薬することが推奨されていますが、血小板が生まれ変わる、7～10日間休薬する必要があります。

　誤解している人が多いのですが、アスピリンは語尾にピリンが付いていますが、ピリン系の薬ではありません。ピリンと呼ばれる薬は、アンチピリン、スルピリン、イソプロピルアンチピリン、スルフィンピラゾンのことを言います。一般の人に、ピリンアレルギーといわれたら、要注意ですね、アスピリンがダメといいたいのかもしれません。
　さらに、アスピリン喘息というものもありますが、アスピリンにだけ特異的に起こる喘息ではなく、たまたまアスピリン服用患者から見つかったのでこういう名前がついただけで、すべての非ステロイド性抗炎症剤で起こる可能性があります。
　最後に当院に採用されているアスピリン含有製剤を紹介します。
　　バイアスピリン：バイエル社（アスピリンの合成を成功させた会社）のアスピリンから

　　バファリン：胃にやさしいアスピリンから、胃酸を緩和するBuffered（緩衝剤）とAspirinを短縮して。
次回はプロスタグランジンに働きかけるくすりです。
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